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　１１

が
必
要
で
あ
る
。

契
計
量
標
準
の
拡
充
と
J
C

S
S
の
利
便
性
向
上
の
必
要

性　
J
C
S
S
の
普
及
に
は
、

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
起
点

と
な
る
計
量
標
準
を
、
社
会

の
要
請
に
応
じ
て
柔
軟
に
拡

充
を
可
能
と
す
る
整
備
体
制

が
必
要
で
あ
る
。
現
在
は
N

M
I
J
を
中
心
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
る
が
、
環
境
規

制
や
食
品
の
安
全
性
の
確

保
、
臨
床
検
査
分
野
の
信
頼

性
の
向
上
な
ど
、
急
速
に
需

要
が
拡
大
し
て
い
る
分
野
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
体
制
で

は
対
応
が
困
難
で
あ
る
。

　
ま
た
、
例
え
ば
、
企
業
の

品
質
管
理
部
門
で
使
用
さ
れ

る
排
出
ガ
ス
の
温
度
や
濃
度

と
い
っ
た
複
数
の
量
を
一
度

に
計
測
す
る
計
量
器
の
校
正

が
難
し
い
と
い
っ
た
指
摘
が

あ
る
。

形
標
準
物
質
の
供
給
体
制
を

見
直
す
必
要
性

　
知
的
基
盤
整
備
特
別
委
員

会
標
準
物
質
の
供
給
体
制
の

あ
り
方
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
標
準

物
質
W
G
」
と
い
う
。）
に
お

い
て
、
計
量
標
準
の
う
ち
標

準
物
質
に
つ
い
て
は
、
物
理

標
準
と
異
な
る
様
々
な
問
題

点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
た

め
、
標
準
物
質
W
G
に
お
け

る
議
論
を
踏
ま
え
て
、
供
給

体
制
を
見
直
す
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。 

（
問
題
点
の
例
）

　
あ
る
標
準
物
質
に
つ
い

（ⅰ）て
、
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
供

給
を
担
う
登
録
事
業
者
が
年

間
の
取
引
量
が
少
な
い
等
、

企
業
と
し
て
の
採
算
性
の
確

保
が
困
難
で
あ
る
た
め
存
在

せ
ず
、
供
給
で
き
な
い
標
準

物
質
が
存
在
す
る
。

　
標
準
物
質
を
製
造
す
る
指

（ⅱ）定
校
正
機
関
に
つ
い
て
は
、

国
際
的
に
基
準
文
書
と
な
っ

て
い
る
I
S
O
ガ
イ
ド
　
が
34

我
が
国
の
指
定
に
お
け
る
基

準
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
国
際

整
合
性
の
確
保
が
不
十
分
で

あ
る
。

径
登
録
事
業
者
の
国
際
基
準

対
応
に
関
す
る
必
要
性

　
I
S
O
／
I
E
C
1
7
0

1
1
（
適
合
性
評
価

適
合

性
評
価
機
関
の
認
定
を
行
う

機
関
に
対
す
る
一
般
要
求
事

項
）
に
基
づ
き
、
登
録
事
業

者
が
す
べ
か
ら
く
国
際
基
準

対
応
（
国
際
M
R
A
対
応
）

と
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る

べ
き
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　
国
際
基
準
対
応
の
ベ
ー
ス

と
な
る
I
S
O
／
I
E
C
1

7
0
1
1
に
お
い
て
は
、
少

な
く
と
も
5
年
ご
と
の
再
審

査
と
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
、
又
は
 

再
審
査
だ
け
の
場
合
は
そ
の

間
隔
は
2
年
を
超
え
な
い
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
一
 

方
、J
C
S
S
に
お
い
て
は
、

I
S
O
／
I
E
C
1
7
0
1

1
に
お
け
る
再
審
査
と
同
 

じ
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し

て
、
登
録
に
係
る
更
新
制
が

平
成
　
年
6
月
の
計
量
法
 

15

改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
そ

の
期
間
は
4
年
と
な
っ
て
い

る
。

　
そ
の
た
め
、
J
C
S
S
登

録
事
業
者
が
国
際
基
準
対
応

の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、 

再
審
査
（
登
録
の
更
新
）
と

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
を
組
み

合
わ
せ
て
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

を
義
務
付
け
る
か
、
又
は
再

審
査
の
期
間
（
J
C
S
S
の

登
録
更
新
期
間
）
を
2
年
と
 

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
す
べ

て
の
J
C
S
S
登
録
事
業
者

が
国
際
基
準
対
応
を
必
要
と

し
て
い
る
状
況
に
な
い
と
の

意
見
も
あ
る
。

業
を
行
う
者
は
、
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
事
業
の
区
分

に
従
い
経
済
産
業
大
臣
に
申

請
し
、
登
録
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

校
正
事
業
者
の
登
録
は
、
独

立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術

基
盤
機
構
（
以
下
「
N
I
T

E
」
と
い
う
。）
が
、
I
S
O

／
I
E
C
1
7
0
2
5
（
試

験
所
及
び
校
正
機
関
の
能
力

に
関
す
る
一
般
要
求
事
項
）

に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

審
査
し
た
上
で
行
っ
て
い

る
。
登
録
を
受
け
た
校
正
事

業
者
は
、
自
社
の
事
業
所
又

は
顧
客
先
の
事
業
所
に
お
い

て
校
正
を
実
施
し
、
標
章
を

付
し
た
校
正
証
明
書
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
現
行
制
度
の
問
題
点

　
J
C
S
S
は
、
平
成
4
年

創
設
以
降
、
一
定
程
度
の
普

及
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

校
正
で
き
る
項
目
が
少
な

い
、
校
正
料
金
が
高
い
等
の

指
摘
が
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
あ

る
。
更
な
る
普
及
の
た
め
に

は
産
業
界
へ
の
的
確
な
情
報

の
提
供
や
計
量
標
準
の
種
類

を
社
会
的
要
請
に
応
じ
て
、

適
切
に
整
備
す
る
等
の
対
策
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【5月 28日】過去の『今日の計量新報ニュース』
<TODAY>▽〈読売〉米探査機ボイジャー、「太
陽圏」のゆがみを発見▽〈日経〉考えるだけでロ
ボット操作̶̶ホンダとATRが開発
<しばらく掲載>▽〈日経〉ナイキとアップル
提携、ジョギングデータ iPod に送信▽〈経産省〉
計量制度検討小委員会報告書（案）に対する意見
公募について▽〈日本品質保証機構〉ISMSから
ISO/IEC27001 への移行期限決定のお知らせ▽
〈日本ガス機器検査協会〉工業標準化法に基づく
登録認証機関として登録しました▽〈朝日〉お札
のＷ杯、東京・貨幣博物館で「キック・オフ」▽
〈日経〉「ヤフオク」をスイカで決済̶̶ヤフー
と JR東が業務提携▽〈読売〉ドコモ、130か国
で通話可能に▽〈毎日〉ナノチューブ：安価、大
量合成法を開発～筑波大グループ▽〈日経〉マイ
クロソフト、プリペイド式パソコンサービス▽
〈寺岡精工〉Bluetooth 搭載、携帯可能な防水型
スケール『DS-870II DIGI MOVER』新発売▽
〈横河電機〉液晶ドライバ ICの多ピン化に対応
し、ユーザの検査コストを大幅に削減するFPD
ドライバテストシステム「ST6730 2400 ピン仕
様」を受注開始▽〈産総研〉「パロ」、ヨーロッパ
でドキュメンタリー映画に▽〈理化学研究所〉ナ
ノの厚みとマクロな面積を持つ「巨大ナノ膜」の
作製に成功▽〈日環協〉2006 度日環協・環境セ
ミナー全国大会のご案内▽〈日本精密測定機器工
業会〉生産販売統計 2006 年 3 月分掲載しました

▽〈東京都〉不正軽油に関する取組み強化～ 6月
1 日から運送業者等へ「供給者罰則」を創設▽
〈大阪府〉「計量管理大会」のお知らせ▽〈朝日〉
地ビールお取り寄せ、自宅で楽しむ夏の贅沢▽
〈日経〉「ダ・ヴィンチ・コード」興行収入歴代
2 位のスタート▽〈産経〉プロ野球交流戦で最も
長～い試合“5時間 22分”▽〈毎日〉樋口一葉：
864日の行動、人名や場所など数量で分析～文京
区のNPOが冊子▽〈日本学術会議〉科学者の行
動規範に関する検討委員会を更新▽〈日本ガス機
器検査協会〉 H18年度給水装置工事主任技術者国
家試験受験対策講座開講のご案内▽〈経産省〉商
業販売統計確報（2006 年 3月分）▽〈経産省〉
機械統計確報（2006 年 3月分）▽〈経産省〉鉱
工業生産・出荷・在庫指数確報（2006年 3月分）
▽〈朝日〉ケータイはアップデートされないの？
▽〈日経〉ソフトバンクの携帯戦略▽〈産経〉「京
都博士」の次は「お伊勢さん検定」いかが▽
〈japan.internet.com〉「ケータイでググる時代」
～KDDI、Google で PC サイトも検索対象に▽
〈長野計器〉自動車技術展～人とくるまのテクノ
ロジー展 5/24( 水 )～ 26(金 ) に出展▽〈東京計
装〉RR930Nミニユニバーサルコンバータ グレー
ドアップのお知らせ▽〈ニコン〉ニコン顕微鏡専
用デジタルカメラ「DS-Fi1」他の発売について▽
〈日計振〉「第 3回 ISO/IEC17025 内部監査員研
修講座」▽〈NITE/JCSS〉平成 18年度認定セン
ター技能試験（JCSS技能試験）予定

②
新
た
な
方
向
性

契
基
本
的
考
え
方

　
計
量
標
準
の
柔
軟
な
整
備

（ⅰ）に
よ
る
J
C
S
S
の
拡
充

　
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
、
産
業
競
争
力
の
強
化
の

た
め
の
先
端
技
術
開
発
等
 

に
資
す
る
た
め
、
指
定
計
量

標
準
（
仮
称
）
を
活
用
し
、

柔
軟
な
計
量
標
準
の
供
給
 

体
制
の
構
築
を
図
る
。（
前

掲
）

　
J
C
S
S
の
利
用
の
促
進

（ⅱ）　
ユ
ー
ザ
ー
の
J
C
S
S
の

利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
校

正
証
明
書
の
交
付
方
法
の
 

改
善
や
登
録
事
業
者
に
関
す

る
情
報
提
供
等
に
よ
り
、
利

便
性
を
図
り
、
J
C
S
S
の

利
用
を
促
進
す
る
。

　
標
準
物
質
の
供
給
方
法

（ⅲ）　
標
準
物
質
の
供
給
方
法
に

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
1
月

17

の
第
9
回
知
的
基
盤
整
備
特

別
委
員
会
に
報
告
さ
れ
た
標

準
物
質
W
G
の
審
議
結
果
に

基
づ
き
検
討
を
行
う
。

（
審
議
結
果
（
抜
粋
））

・
国
際
度
量
衡
総
会
で
決
め

ら
れ
た
単
位
系
（
国
際
単
位

系
：
S
I
）
に
ト
レ
ー
サ
ブ

ル
な
標
準
物
質
の
開
発
・
維

持
・
供
給
を
行
う
た
め
、
我

が
国
の
中
核
的
な
国
家
計
量

標
準
機
関
で
あ
る
N
M
I
J

が
基
準
物
質
を
開
発
し
、
指

定
校
正
機
関
へ
供
給
す
る
こ

と
に
よ
り
国
際
整
合
化
を
図

る
。

・
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
等

に
鑑
み
、
新
し
い
標
準
物
質

の
緊
急
的
な
整
備
・
供
給
、

よ
り
不
確
か
さ
が
小
さ
な
標

準
物
質
の
供
給
等
、
社
会
的

要
請
に
対
応
し
た
柔
軟
な
供

給
体
制
を
検
討
。 登
録
事
業

者
が
い
な
い
場
合
に
、
指
定

校
正
機
関
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
へ

直
接
、
特
定
標
準
物

質
の
供
給
を
開
始
す

る
。

・
分
析
機
関
等
の

ユ
ー
ザ
ー
の
需
要
が

高
い
、
複
数
成
分
含

有
の
混
合
標
準
物
質

に
つ
い
て
は
、「
化
学

的
安
定
性
」、「
保
存

安
定
性
」
等
の
技
術

的
知
見
が
蓄
積
し
て

き
た
こ
と
に
鑑
み
、

速
や
か
に
供
給
を
開

始
す
る
。

形
具
体
的
方
針

　
指
定
計
量
標
準
（
仮
称
）

（ⅰ）の
活
用
に
よ
る
J
C
S
S
の

拡
充

　
指
定
計
量
標
準
（
仮
称
）

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
指
定

計
量
標
準
（
仮
称
）
を
J
C

S
S
の
特
定
二
次
標
準
器
と

同
等
に
扱
い
供
給
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
。（
第‘
5
図
）

　
J
C
S
S
の
利
用
の
促
進

（ⅱ）　
複
数
の
量
に
つ
い
て
校
正

を
必
要
と
す
る
計
量
器
に
つ

い
て
、

　
複
数
の
登
録
事
業
者
に
校

a）正
を
依
頼
す
る
の
で
は
な

く
、
一
つ
の
登
録
事
業
者
に

計
量
器
を
持
ち
込
み
、
登
録

を
有
し
て
い
な
い
量
に
つ
い

て
は
下
請
け
の
登
録
事
業
者

が
校
正
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
校
正
証
明
書
を
交

付
す
る
こ
と
が
可
能

と
す
る
こ
と

　
登
録
事
業
者
の
情

b）報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
よ
り
一
元
的
に
管

理
し
、ユ
ー
ザ
 ー
に

と
っ
て
情
報
の
収
集

を
容
易
に
す
る
こ
と

等
の
利
用
促
進
に
係

る
方
策
を
検
討
す

る
。

　
ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
の
需
要

を
把
握
し
、 制
度
の
改
善
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
。
需
要

の
把
握
に
は
、
必
要
に
応
じ

2
．
芋
②
　
の
場
（
編
集
部

（ⅴ）

注
：
ユ
ー
ザ
ー
の
需
要
の
把

握
及
び
優
先
順
位
付
け
を
行

う
場
の
設
置
、
本
紙
5
月
　21

日
付
2
6
3
0
号
6
面
掲

載
）
を
活
用
す
る
。 

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

　
国
家
計
量
標
準
の
国
際
整

（vi）合
性
確
保

　
国
際
整
合
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
国
家
計
量
標
準
の

供
給
機
関
は
C
I
P
M
／
M

R
A
に
参
加
し
、
国
際
整
合

性
を
確
保
す
る
。（
前
掲
）

　
ま
た
、　
の
場
に
お
い
て
、

（ⅴ）

国
際
整
合
性
の
確
保
を
す
べ

き
計
量
標
準
の
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

知
的
基
盤
整
備
計
画
に
反
映

す
る
。

　
な
お
、
N
M
I
J
は
各
機

関
の
国
際
相
互
承
認
へ
の
参

加
に
引
き
続
き
積
極
的
に
貢

献
す
る
。

J
C
S
S（
計
量

標
準
供
給
制
度
）

　
計
量
標
準
の
供
給
に
当

た
っ
て
は
、
登
録
さ
れ
た
校

正
事
業
者
が
、
国
家
計
量
標

準
に
よ
り
校
正
等
を
さ
れ
た

計
量
標
準
を
用
い
て
計
量
器

の
校
正
等
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

制
度
を
平
成
4
年
に
創
設

し
、
平
成
5
年
か
ら
施
行
し

て
い
る
。
こ
の
制
度
を
J
C

S
S
（

：
以

下
「
J
C
S
S
」
と

い
う
。）。（
第
5
図
）

と
呼
ん
で
い
る
。
J

C
S
S
は
、
産
業
界

が
使
用
す
る
実
用
計

量
標
準
と
国
家
計
量

標
準
と
の
科
学
的
な

つ
な
が
り
を
証
明
す

る
と
と
も
に
、
国
家

計
量
標
準
の
国
際
整
合
性
が

確
保
さ
れ
れ
ば
、
国
際
的
に

信
頼
性
を
保
証
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
ま
た
、
昨
今
で
は
大
企
業

の
経
営
合
理
化
等
の
観
点
か

ら
取
引
関
係
が
変
化
し
、
部

品
等
の
世
界
か
ら
の
最
適
調

達
の
浸
透
や
、
系
列
関
係
の

見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

親
会
社
に
よ
り
行
わ
れ
て
い

た
品
質
管
理
を
、
部
品
等
を

供
給
す
る
会
社
自
ら
が
行
い

証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
等
、
科
学
的
・
客
観
的

に
信
頼
性
を
保
証
す
る
J
C

S
S
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
大
企
業
が
社
内

校
正
業
務
に
つ
い
て
選
択
と

集
中
を
図
り
、
自
社
に
と
っ

て
重
要
性
が
低
い
も
の
は
社

外
校
正
に
切
り
替
え
た
り
す

る
動
き
も
見
ら
れ
る
こ
と

も
、
J
C
S
S
へ
の
需
要
を

増
大
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
J
C
S
S
制
度
に
お
い
て

は
、
計
量
器
の
校
正
等
の
事
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